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P６～９ 市行政改革の取り組み状況について

P10 市議会議員選挙結果

P11 食生活改善推進員の活動を紹介します

P12～18 まちのできごと

P２～５ ９月１日は防災の日
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ホームページで避難所や地震防災マップが確認できます

市ホームページのトップページ「くらし」をクリック

「避難所情報」をクリック

「市地震防災マッ
プ危険度マップ」
をクリック

　避難所は公民館・集会所や学校、避難場所は
公園などが指定されています。常陸大宮市の
ホームページに「避難所情報」として所在地が
記載されていますので、万が一に備え、事前に
ご確認ください。
　また「市地震防災マップ危険度マップ」もホー
ムページで確認できます。これは、地震の揺れ
によって発生する建物被害の分布を表したもの
です。危険度の数値が大きくなるほど、建物被
害が大きくなることを示していますので、耐震
診断を受け、必要に応じて耐震補強を行いま
しょう。
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家族や知人との連絡方法

非常時に必要なもの　－チェックリスト－
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＊家族や知人同士で安否の確認や連絡等に活用できます。
　利用にあたっての事前契約等は一切不要です。

�������	　　ＮＴＴの一般電話、公衆電話、携帯電話、ＰＨＳ
��������　　１伝言３０秒以内
����������　　１電話番号あたり１～１０伝言
�������	　　２日間（４８時間：自動消法）
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市外局番からガイダンスが流れます
（○○○○）◇◇－□□□□
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市外局番からガイダンスが流れます
（○○○○）◇◇－□□□□
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　被災地の方は自宅の番号を、被災地以外の方は被災地の方の番号をダイヤルしてください。
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街を守る　安全を守る　消防団員募集！街を守る　安全を守る　消防団員募集！街を守る　安全を守る　消防団員募集！

　入団を希望される方、詳しい内容を知りたい方は、お気軽にお問い合わせください。
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　消防署は常勤職員（消防職員）が業務に専念するのに対し、消
防団員は特別職の公務員で、各自の職業に就きながら災害時等に
活動します。
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　災害時には、消火活動や救助活動をはじめ、風水害の際には、
河川の水位警戒や土のう積みなど様々な災害対応を行います。平
常時は訓練のほか、応急手当の普及指導、住宅への防火指導、特
別警戒、広報活動等に従事し、地域の防災力向上に重要な役割を担っています。
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　仕事が休みの週末や、平日の仕事が終わった後に集まり訓練などを行っています。
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　できます。消防団員は通常各自の職業（会社員・自営業等）に
就きながら、災害時の活動、平常時の訓練、予防広報等に従事し
ます。

��������	
���	
���

　現在、約２万人の女性消防団員が全国で活躍しています。市で
も２３人の女性消防団員が、救命講習会や防火教室、広報活動等で
活躍しています。
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市制施行・合併10周年記念市制施行・合併10周年記念市制施行・合併10周年記念

９月13日（土）　10：00～ 16：00
　市文化センターロゼホール

【時空戦士イバライガーショー】

　＊1回目 10：00～　　＊2回目 14：00～

【各体験コーナー】　10：00～ 16：00

（起震車、消火、応急手当、消防車両と資機材、レスキュー　…etc）

※雨天の場合は、体験コーナーを一部中止します。

【救助・救急デモンストレーション】

【市消防団展示コーナー】

【ひとり農業：渡辺　直道さんトークショー（調整中）】

13：00～

＜昨年の「救急フェア2013」の様子＞
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平成25年度　常陸大宮市行政改革の取り組み状況

基本方針１　市民との協働によるまちづくり
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○平成２５年７月に区長会役員会と市執行部で行政懇談会を開催しました。また、区長会の活動として、まちづ
くり先進事例の視察研修や講話会を開催するなど、地域の実情や問題点、市政の課題等について情報の共有
化を図り、自治組織の育成を推進しました。
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○条例及び計画等の策定にあたっては、市民の意向を把握・分析し、政策に反映させるため、パブリックコメ
ントを実施し、市民参画（協働）の推進を図りました。
［パブリックコメントを実施した条例・計画等の名称］
・常陸大宮市安全な飲料水の確保に関する条例
・第二次健康常陸大宮２１計画

○第２次常陸大宮市男女共同参画計画に基づき、審議会等への女性委員の登用を推進した結果、平成２５年４月
１日現在における１８附属機関の女性登用率は２７．８％となりました。
○市内の各分野で活躍する市民の方を広く発掘・登用し、豊かな人間関係と地域社会に貢献することを目的と
して、平成２５年１２月に「常陸大宮市人財ネットワークひたまる先生会」が発足し、市民が共に学び合う「共
育」と市民による「ひとづくり」を推進しました。
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○市と地域連携に関する協定を締結している茨城大学の知的財産を
積極的に活用し、市民・大学・行政が連携・協働したまちづくり
を推進しました。

　　［取り組み内容］
　　　・市民大学講座の開催　　秋講座「紙・和紙について学ぶ」
　　　　　　　　　　　　　　　春講座「茨城の歴史と文化を学ぶ」
　　　・常陸大宮市まちづくりネットワーク会議の開催

・市の審議会や各種委員会に茨城大学の教授等１２人を委員とし
て委嘱

▲市民大学講座の様子
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○行政評価を実施し、「事務事業の見直しによる効率的な行政運営」と「市民への説明責任・透明性の確保」
に努めました。（事務事業評価　７０事業）

○６月を強化月間として職員提案制度の奨励を行い、職員の意識啓発と能力開発を推進し、行政運営の効率化
及び市民サービスの向上に努めました。（提案数　２４件）
○市定員適正化計画に基づき、計画的に職員を削減することで、人件費の抑制及び定員適正化を推進しました。
（計画目標　平成２２年４月１日　５５９人　→　平成２７年４月１日　５０３人以下）
その結果、平成２６年４月１日現在の職員数は５１４人となっています。

○下水道使用料の徴収事務委任により、平成２６年２月から上水道と下水道の料金賦課業務を一元化し、事務の
効率化及び経費の節減を図りました。

○「常陸大宮市安全な飲料水の確保に関する条例」を制定し、これまで県が実施していた小規模水道及び飲用
井戸等の事務を受託し、市が許認可を行うことで、手続時間の短縮が図られ、市民の利便性が向上しました。

○市民に身近な行政サービスについて、事業別行政コスト計算書（１５事業）を作成し、コスト意識の醸成を図
りました。
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○山方農林水産物直売・食材供給施設及び美和農林水産物直売・食材供給施設への指定管理者制度の導入を推
進し、温泉・温浴施設との一体的な管理運営体制を構築することにより、管理運営コストの節減及び市民サー
ビスの向上を図りました。
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○「常陸大宮市補助金等見直し要領」に基づき、平成２６年度当初予算の編成において市単独補助金の見直しを
実施し、整理合理化・適正化に努めました。
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○第２次常陸大宮市地球温暖化対策実行計画に基づき、市役所の事務事業実施時における環境対策及び省エネ
による経費節減に努め、事務事業活動での温室効果ガスの排出抑制に取り組みました。

�

基本方針２　効果的・効率的な事務事業の推進
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職員数の推移 ※各年４月１日現在　単位：人
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○常陸大宮市と那珂市、かすみがうら市、五霞町の４市町において「いばらき自治体クラウド基幹業務システ
ム」の整備運営に関する協定を締結し、平成２７年１月からの稼働に向けた取り組みを推進しました。
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基本方針３　自立した財政基盤の確立
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○副市長を委員長とする未収金対策委員会において、債権管理基本方針及び滞納整理マニュアル等について検
討を行うとともに、税及び税外収入の収納率に目標値を設定して、未収金対策に取り組み、情報の共有化及
び収納率向上を推進し、自主財源の確保に努めました。
○市税等の収納率向上を図るため、一斉滞納整理や茨城租税債権管理機構への事案移管のほか、一般財団法人
茨城県住宅管理センターに市営住宅使用料等の滞納整理業務を委託し、収納対策の強化に取り組み、自主財
源の確保と市民負担の公平性の観点から、収納率の向上を推進しました。
○企業立地フェア及び企業立地セミナーに参加し、市内工業団地への企業誘致を推進した結果、宮の郷工業団
地で１社が操業を開始、また、水戸北部中核工業団地では１社が用地を取得し、地元の雇用創出と自主財源
確保の面において効果がありました。
○統合簡易水道事業を進めている現状を踏まえ、簡易水道と上水道の料金の統一を図るため、簡易水道料金の
改定を行い、受益者負担の公平化を推進しました。
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○遊休地等の利活用及び処分を行い、市有財産の適正な維持管理と自主財源の確保を推進しました。
○地域経済の活性化と自主財源の確保を推進するため、市のホームページや広報紙等を活用し、有料広告を実
施しました。

基本方針４　新たな行政需要に対応できる執行体制の確立
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○政策目標の実現に向けて効率的、効果的な組織づくりを推進するため、組
織機構の見直しを行いました。
【新設】歴史資料として重要な公文書等を収集・保存するため生涯学習課

内に文書館（文書館グループ）を設置
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○県への実務研修生の派遣、県自治研修所が行う特別研修や階層別研修への
参加、市独自の研修の実施、職員の政策形成能力等の向上など、人材育成に取り組みました。

○職員採用情報をホームページや広報紙お知らせ版等に掲載し、市内外から広く有能な人材の確保に努めました。

▲文書館
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基本方針５　公正の確保と透明性の向上

�������	�
���������������������	��� ���!����"#�

�������	
�������������

�������	
������

○情報公開制度の開示状況等について広報紙に掲載し、制度の普及啓発と条例の適正な運用に努めました。
［平成２５年度開示状況］
・市長部局　　　１０件　　　・教育委員会　　　３件
○市が主催または共催するイベントや放射線量測定結果などの情報を市のホームページに掲載し、迅速に広く
情報発信を行いました。また、市民に親しまれるようホームページのリニューアルを行いました。
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○市町村アカデミー特別講座に参加し、監査委員の高度かつ広範な知識の習得に努め、機能等の強化を図りま
した。
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平成 25年度行政改革取り組みの成果
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常陸大宮市議会議員一般選挙結果常陸大宮市議会議員一般選挙結果常陸大宮市議会議員一般選挙結果
　任期満了に伴う常陸大宮市議会議員一般選挙が７月２７日に行われました。
　投票は、午前７時から午後６時まで市内７４カ所の投票所で行われ、午後７時３０分から西部総合公園体育館
で即日開票されました。
　投開票の詳細は下記のとおりです。

○投票結果
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○開票結果�����
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食生活改善推進員は、現在 215人の会員が活動しています。
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減塩
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・スポーツドリンクに含まれる砂糖の量に驚いた。ドリ
ンクが冷えていると甘さを感じにくいので、これから
は気をつけたい。

・好きなお菓子にこんなに砂糖が使われていてびっくり
した。少しの量を食べるようにしたい。

・糖分や塩分の適量を知らなかったので、これからは意
識して摂取したい。
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▲街頭キャンペーンの様子
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▲「食生活に気をつけましょう」
と声掛けをしました



連 携 型 中 高 一 貫 教 育
～県立小瀬高等学校～
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　生徒交流事業「部活動交流」で、７月５日に開催された美和中学
校吹奏楽部の第２４回定期演奏会に、小瀬高校吹奏楽部がゲスト出演
しました。以前から美和中吹奏楽部の卒業生たちが定期演奏会の手
伝いをしていて、昨年度も定期演奏会に出向き、裏方の仕事や演奏
で交流を図ってきました。
　今年度は美和中学校が閉校になることもあり、交流をさらに深め
るとともに最後の定期演奏会を盛り上げようと６月に合同練習会を
実施し、小瀬
高校のテスト

期間中には、顧問の角井先生が中学生の演奏指導をし
てきました。当日は、美和中生・小瀬高生はもちろん
保護者・地域の方が多数来場し、演奏会を盛り上げま
した。

　中高一貫教育の地域連携事業として行われている花壇整備が、６月２７
日に小瀬高校のＪＲＣ部員※７人と、緒川中学校生１９人で行われました。
　花壇は、国道２９３号線沿い上小瀬の旧道入り口付近にある「ふれあい花
壇」と呼ばれている花壇で、サルビアの苗とマリーゴールドの苗計６５０株
を移植し、夏花壇の準備をしました。高校生と中学生が協力して花の植
え付け等の管理をすることで、一年を通して地域環境作りに貢献してい
ます。生徒たちにとっては、自分たちで管理している花壇を見ながら通
学することで、心の潤いと中高生の連帯感を得ることにつながっていま
す。また、自分で気付いた時に、除草や花がら摘み等の作業を
行っています。
　小瀬高校ＪＲＣ部の綱川綾華さんは「中学生に教えるのは大変
でしたが、協力してできたので良かったです」と話していて、交
流を深めることができました。
　なお、連携型中高一貫教育は、小瀬高校、美和中学校、緒川中
学校、御前山中学校で実施しています。

※JRC部…JRCとは青少年赤十字の略で、さまざまなボランティ
ア活動を行っています。

�
中
学
生
も
頑
張
り
ま
し
た

▲作業の後全員で記念撮影

▲お互いに協力して

▲演奏会の様子
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　７月６日に常陸大宮市一斉クリーン作戦を実施し
ました。
　ごみのない清潔で住みよいまちづくりをめざし
て、各地区の環境保全推進委員長を中心に、地域住
民や市内中学校、市ライオンズクラブ、市建設業協
会、郵便局、筑波銀行など約１０，６００人が、道路や河
川の清掃活動をしました。回収したごみは、可燃ご
み３，８３０㎏、不燃ごみ１，８９０㎏、その他に粗大ごみな
どがありました。参加された皆さん、ご協力ありが
とうございました。
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　平成２５年度のすぐ対応課の処理件数を報告しま
す。詳細は次のとおりです。
　なお、総件数は１，５２０件で、昨年度（１，３６７件）よ
り増加しています。
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　７月１０日、市は秋田県大館市と災害時相互応援協定

を結びました。これは災害発生時に、同一災害による

被害の及ばない自治体との相互支援・応援体制などの

ネットワークの構築を図ることを目的としています。

相互支援の内容としては、被災者の受け入れ、生活必

需品の提供、復旧活動に必要な職員の派遣などについ

て定めました。

　市と大館市の縁は、１６０２年（慶長７年）の佐竹氏転

封（国替）に従って秋田入りした小場氏（旧大宮町に代々居城をかまえた佐竹氏の一族、後の佐竹

西家）が、大館城代となったことから始まります。当時は交通機関も発達しておらず、５００年にわた

り常陸国に土着していた佐竹氏やその家臣団にとっては大変な衝撃でした。その望郷の念から、大

館城周辺に自分の故郷の「�部��垂�」「長倉」などの地名を命名したといわれています。また大館市内に
へ たれ

は、小場氏に関係する寺社も現存しています。

　平成９年、大館市部垂（へだれ）町に住む小学生が地名の由来に関心を持ち、旧大宮町を訪れた

ことがきっかけとなり、平成１７年まで小学生等による交流が行われました。

�������	
�



�������������������１４

���������

�������	


���������������������������������������������������������

　７月１５日から２１日まで「第５回七夕まつり��緒川」

が開催され、上小瀬の宿通りに七夕飾りが飾り付け

られました。２０日のイベント開催日には、チョーク

アーティスト松本かなこさんによる路上アートが披

露されました。またステージでは、小瀬高校吹奏楽

部の演奏や、子どもたちの歌の発表などがあり、祭

りを盛り上げていました。
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　７月２５日・２６日に夏まつり（祗園祭）が開催さ

れました。これは関東でも有名な裸みこしと屋台

が、街の中心部を練り歩く祇園祭で、夏の風物詩

としてたくさんの見物客でにぎわいました。特に

裸みこしは勇壮な裸のぶつかり合いがあり、迫力

あるみこしに、見物客からは歓声が上がっていま

した。

　また大道芸ショーやお楽しみ抽選会などが行わ

れ、家族連れや友だち同士で夏の夜のひとときを

楽しみました。
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　旅館業に携わって２０年余り。ここ何年か、
お客様の旅の目的も様変わりしてきたと感じ
ています。ある地学部の学生さんたちの合宿
で、市内での自然体験などを自分たちで苦労
して計画し、手配しているのを見ました。旅
館業を営む者として、何も説明できないこと
がもどかしく、はがゆさを感じました。
　そんな時、インターネットを通して「県北
ジオパーク」のインタープリター養成講座を
知りました。ジオパークは大地の公園という
意味で、その土地の自然や歴史などを案内す
る役目を担っています。知識も経験もまだ足りませんが、地域に
触れ、地域を知るよいきっかけになりました。そこから、市のま
ちづくりネットワークや、様々な活動に参加する機会を得て、一
生懸命で魅力いっぱいの方々と出逢えました。今は「ウダーベ音
楽祭」に向けて、作り出す楽しみを共有させていただいています。
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　城下町の面影を残す長倉宿で、８月２日
に長倉七夕まつりが開催されました。宿通
りの見事な七夕飾りは、地元の商店や個人
などが出品し、毎年コンクール形式で競い
合います。また午後からは、大抽選会やカ
ラオケ・歌謡ショーなどのステージイベン
トや、打ち上げ花火が催されました。
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　７月２５日、おもしろ理科先生（飛田隆久先生）の

小学生を対象にした教室が、図書情報館で開催され

ました。紙ひこうきが飛ぶしくみや、空気の抵抗や

摩擦などについて学んだ後、不思議な形の紙ひこう

きやチューブプレーン、タネコプターを親子で作っ

て飛ばしました。

　ただ制作するだけでなく、科学について学び、自

分で工夫して作ったオリジナルの作品は、子どもた

ちにとって大切な宝物になりました。

～紙で作って遊ぼう～ ��������������
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　７月２２日に、大宮地域の国道１１８号沿線で交通事
故防止街頭キャンペーンを実施しました。
　これは７月２０日から８月２０日まで行われた夏の交
通事故防止県民運動の一
環で、市長や交通安全協
会・交通安全母の会・安
全運転管理者協議会の皆
さんが、うちわやティッ
シュなどを配り、ドライ
バーに安全運転を呼びか
けました。
　また７月３０日には、緒
川地域の国道２９３号線、
８月４日には山方地域の
国道１１８号沿線でも同様
のキャンペーンを行いま
した。
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　第１回「常陸大宮市のお宝発見事業」を、８月７
日に実施しました。これは市の掲げる「郷育立市構
想」の一環として、平成２５年度から実施している事
業です。
　当日は、市内の小学４～６年生３７人が参加し、ピ
ジョン美和の森の見学や植樹体験、御前山地域での
ジャガイモ掘り体験を行いました。参加した子ども
たちは「森林の大切さがよく分かりました」「植え
た木を大人になったら見に来たいです」と１日の体
験を楽しんだ様子でした。
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　８月９日、緒川運動公園グラウンドで、各小学校
支部の代表１２チームが集まり、子ども会球技大会が
開催されました。
　子どもたちは勝利を目指して懸命にプレーし、
ホームランありファインプレーありの熱い闘いが繰
り広げられました。
優　勝　若葉子ども会 （上野小学校）

準優勝　小野・三美子ども会 （大宮西小学校）

第３位　わんぱく子ども会 （大宮小学校）

第４位　鷹巣子ども会 （大賀小学校）
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▼２位・後藤佐多江

　優勝・石崎三枝子▲

　３位・宮越一人▲
　６月２８日、西部総合公園体育館において、スポーツクラブひたま

る２５「第１回ラージボール卓球大会」が行われました。ラージボー

ル卓球とは、その名のとおり卓球のボールを大きくすることで、

ボールスピードを減らし、よりラリーが続きやすくしたものです。

　参加者１０人全員が初心者でしたが、和気あいあいとした雰囲気

の中で行われました。

スポーツクラブひたまる25ラージボール卓球大会スポーツクラブひたまる25ラージボール卓球大会

　８月２日、西部総合公園体育館でビーチボールバレー体験教室が開催されました。ビーチボールバレーとは、

ビーチボールを使ってバドミントンのコートで行う４人制のバレーボールで、子供から高齢者まで年代を問わず

誰でも参加しやすいように工夫されています。　ルールの説明と基礎動作の練習の後は、６チームによる練習試

合が行われました。

ビーチボールバレー体験教室ビーチボールバレー体験教室
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　８月９日に、仙台ヒルズゴルフ倶楽部

（宮城県仙台市）において、日本ゴルフツ

アー機構主催による、第１２回スナッグゴ

ルフ対抗戦����カップ全国大会が開催されました。この大会

は、全国各地で行われた予選会を勝ち抜いた全２４チームの対抗

戦で、遠い所では沖縄県からの出場もあり、茨城Ｂ地区代表と

して、大宮西小学校チームが出場しました。

　当日は、小雨交じりの比較的涼しいコンディションで行わ

れ、大宮西小学校チームは、善戦しましたが惜しくも第２０位と

いう結果でした。

【お詫びと訂正】

　広報常陸大宮７月号の７ページ「全国競書
大会で読売大賞を受賞」に一部誤りがありま
した。
　受賞者萩谷咲紀さんは、正しくは６年生で
す。お詫びして訂正します。

スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップスナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ
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ふるさと再発見☆カメラを持ってハイキングしよう !!ふるさと再発見☆カメラを持ってハイキングしよう !!
～高部宿・尺丈山編～～高部宿・尺丈山編～

　ウォーキングとハイキングで健康を増進しながら、普

段は見過ごしてしまいがちな郷土の魅力を再発見してみ

ようという目的で、標記イベントを実施します。

　明治・大正時代から伝わる高部宿の町並みや、かつて

銀行建屋として使われていた間宮邸の西洋建築、造り酒

屋跡地の日本庭園「�養��浩��園�」など見所豊富。また、市内
よう こう えん

で最も高い山である尺丈山（標高５１１ｍ）の頂から見渡す

絶景のパノラマもぜひご堪能ください。

　参加者がカメラで撮影した写真は、後日ロゼホールに

展示いたします。

【開催日時　１０月１９日（日）　９：３０～１３：３０】

＊参加募集要項は、８月２５日発行のお知らせ版№２８３に

掲載しています。

����

■問い合わせ■　生涯学習課　スポーツ推進グループ　�５２－１１１１（内線３４３）
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　日本赤十字社茨城県支部より、赤十字救援

車が山方総合支所に配備されました。

　災害等様々な場面において、活用していき

ます。

　６月２９日、茨城県武道館で空手道大会（主催：茨城県教育委員会、茨城県体育協会）が開催され、
大宮空手道スポーツ少年団から下記の選手が入賞しました。
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　マッチ以前の火起こしの歴史をたどると、木を擦り
合せる方法から、石と金属を打ち合せる方法へと変化
してきました。そして、火花の発生に適した石（発火
石＝火打ち石）として、瑪瑙、石英、チャートなどが利用
されました。その中でこの地域は、瑪瑙製火打ち石の
重要な産地として、古くから広く知られていました。
　千葉県文化財センターの研究などによると、諸沢地
域の瑪瑙は、�石��鏃�等の石器として福島県や関東各県の

や じり

縄文時代の遺跡から出土していて、大昔から貴重な石
材として広く流通・活用されていたことも明らかです。
さらに玉川の瑪瑙は「常陸国風土記」に“火打ち石に
適する”とあることから、奈良時代には、常陸大宮の
瑪瑙が発火石として利用されていたことが分かりま
す。そして、江戸東京博物館の研究などから、江戸時
代の都内の遺跡から出土する火打ち石のほとんどが、
北富田～諸沢地域を主要産地とした瑪瑙であることも
判明しています。水戸藩主徳川斉昭は、この地域の瑪
瑙を原料にガラスの製造も行いました。
　北富田～諸沢地域で産出された瑪瑙は、膨大な産出
量を誇り、江戸時代からマッチが普及する時代まで盛
んに採掘されて火打鎌とともに販売され、人々の生活
に大きく貢献してきました（江戸時代以前の記録につ
いては不明）。マッチが普及してからも、戦時中は兵
士の携帯火打ち用具に使われ、終戦前後の物資不足時
には、一般家庭での需要も高まったそうです。
　昭和３０年代には、大量の瑪瑙が貨車で昭和電工に出
荷されました。山方の神奉地では宝飾品の加工事業も
行われ、採掘は昭和５０年代まで続けられていました。
出荷のための運搬ルートや集荷場所も、市内山方だけ
ではなく、常陸太田市�天��下��野�や大子町�西��金�などと交通

け が の さい がね

の発達に伴って変化し、また、一時的な集積所「石倉」
も造られたそうです。
　今日、火打ち石は厄を払う「切り火」に利用される
程度ですが、常陸大宮の瑪瑙は、『火の素』として１３００
年以上にわたり、人々の生活を支え続けてきました。
さらに石材としては、数千年前の縄文時代からという
歴史があり、未解明の貴重な歴史的遺産でその価値は
多大です。“火打ち石街道”とも言うべき瑪瑙運搬ルー
トの解明、社会的貢献、採掘の歴史などの調査・研究
が急がれます。

※細貝虎雄氏、細貝豊氏、小野瀬善真子氏より情報を
得て、（財）自然史化学研究所菊池芳文氏が執筆し、
寄稿していただきました。
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　瑪瑙や�玉�
ぎょく

�髄�は、微細な石英の結晶が集合してできた
ずい

鉱物です。縞模様をもつ玉髄を一般に瑪瑙と呼びま
す。地下深くから湧き出た熱水中の二酸化�珪��素�が、地

けい そ

層・岩石の割れ目や空洞に沈殿してできたものです。
非常に硬く、色は無色、白色、赤色、緑色、灰色など
含まれる成分によって様々です。常陸大宮の瑪瑙は古
くから全国的に有名で、ある時期までは「火打ち石（王
父石）」や「水戸火打ち」という呼名が一般的だったよ
うです。
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　市内の瑪瑙の産地は、小貝野層（１，７００万年以上前）
などを起源とする玉川～緒川水系と、男体山火山�角��礫�

かく れき

�岩�（１，５００万年以上前）を起源とする北富田～諸沢系の
がん

２地域に分けられ、いずれも断層に沿った脈として見
られます（写真１）。赤色の瑪瑙脈は未確認ですが、玉
川水系で見られる瑪瑙の礫はほとんどが赤色系です。
しかし起源が同じ地層でも、那賀など緒川水系の瑪瑙
は無色～白色を示します。一方、北富田～諸沢地域の
瑪瑙は、ほとんどが無色～白色です（写真２）。
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～その種類と治療について～～その種類と治療について～
蕁麻疹（じんましん）蕁麻疹（じんましん）

健  康
通  信
常陸大宮済生会病院
小児科医長
佐藤　未織先生
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vol.3 職員のつぶやき職員のつぶやき ～職員リレートーク～～職員リレートーク～
��������

　私が担当している仕事は、国際化に対応できるまちづくりを推進するため

の国際交流協会への支援や、９月に行われるオーストラリアからのホームス

テイ受け入れ事業などです。

　仕事をしていて日々思うことは、職員との連携が大切だということです。

また「ほう・れん・そう（報告・連絡・相談）」を実践したり、自分の仕事を理

解したうえで行動したりすれば、良い結果に繋がっていくと考えています。

　石の上にも３年、ゴツゴツした石の上であっても、同期と鼓舞し合いなが

ら、納豆のように粘り強く仕事に取り組んでいきたいと思います。
市民協働課　橋本健司
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■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）
※月・水・金曜日は消費生活相談員が対応します。

★高齢者にもアダルトサイトの請求トラブル★
～スマートフォンによるワンクリック請求にも気をつけよう～
★高齢者にもアダルトサイトの請求トラブル★
～スマートフォンによるワンクリック請求にも気をつけよう～
★高齢者にもアダルトサイトの請求トラブル★
～スマートフォンによるワンクリック請求にも気をつけよう～
★高齢者にもアダルトサイトの請求トラブル★
～スマートフォンによるワンクリック請求にも気をつけよう～
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御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉合弁花　キキョウ科ツルニンジン属

ツル
ニン

ジン

ツル
ニン

ジン
　パンポンとは、Ａ４サイズほどの板を使って
軟式テニス用のボールを打ち合う競技です。　
　この競技は、創業間もない頃の日立製作所日
立工場の従業員たちが、昼休みにあり合わせの
道具を用いて始めたレクリエーションが起源で
あると言われています。　
　ボールをパァーンと打ったらポォーンと帰っ
てくるため、パンポンという名前が付きました。

　別名ジイソブと言い、林の中に生えるつる小

生の多年草です。根が太く、朝鮮ニンジンに似て

いるところからこの名前がつきました。つるは

２ｍほどに伸びて草などに巻きつき、傷つける

と白い液が出て大変くさい臭いがします。花冠

は広い鐘形で、内側に紫褐色の斑点があります。
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　７月７日は七夕。天の川を見るために、パークアルカディ
ア内にあるプラネタリウム館へやってきました。そして本物
の天の川も見たい欲張りなひたまるは、実際に望遠鏡をのぞ
いてみたところ…。この日は雲
が空を覆い、雨が降っていて残
念ながら見えませんでした。
　日頃の行いを反省したひたま
るでしたが、雨は織姫と彦星が
出会えたことのうれし涙だとい
う説を聞き、少しホッとしたの
でした。
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